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算数における ｢活用する力｣の育成
- 新学習指導要衝と先行研究の内容を通して -
研究の要約
戸田 直美 *
｢活用｣とは,習得した知織 ･技能を用いて, 当面する取越を解決することであるO
｢活用｣する時に働く力が,｢活用に必要な力｣である｡ 改正された学校教育法第4牽第
30粂2項には,｢活用に必要な力｣として思考力 .判断力 ･表現力が例示されたO 更に
｢活用する力｣を ｢活用に必要なカ｣の総体と促えると. ｢活用に必要な力｣は ｢活用す
る力｣の構成要素ともいえる｡
本研究では,｢活用する力｣の育成に向けて,新学習指導要領と先行研究を基にして,文
献研究を行った｡研究の視点は次の3つである｡
1 ｢活用する力｣に作用する ｢習得｣や ｢探究｣との関連
2 ｢活用に必要な力｣の分析,及びそれら0)構造
3｢活用する力｣を育成するプロセス
研究の確果,｢活用する力｣を育成するために得られた知見は,次の3つである｡
○ 習得 と 探究 (-意欲)との相互作用を考慮して,両者の指導を充実させる｡
O｢活用に必要な力｣のうち.｢思考力｣は特に重要な柄成要素である｡
Or活用する力｣を育成するプロセス (準備期 ･適用期 ･強化期)に基づいたカリキュ
ラムの開発が必要である｡
1 PISA調査 ･全国学力調査
(1)PISA調査
①pISA調査の概要
OECDが闘発 した学習到達度調査で,
国際的な通用生がある内容である015歳児
(前校 1年生)が対象02000年から始まり
3年毎に実施されている｡知識や技能を実生
活の様々な場面の課題に活用する力をみるも
ので,R リテラシ ･ー一･数学的リテラシー ･
科学的リテラシー ･問題解決能力の分野に分
かれる｡
②PISA調査の結果と課題
過去3回の結果をみると､ Rリテラシー
では, ｢テキストの解釈｣｢熟考 ･評価｣に
裸越があり, 出題形式では, ｢自由記述｣
に課題があった｡またRリテラシーでは,
成紡中位屈が減って,低位暦が増えている
ことにも課題がある｡数学的リテラシーでは,
成績上位層の割合が低下している｡
*岡山大学教育学研究科修士2年
商簸市立川面小学校所属
(2)全国学力調査
①全国学力調査の概要
A間腐 B間哲
小学校国籍 81.7% 63.0%
小学校葬数 82.1% 63.6%
中学横国静 82.8% 72.1%
中学校数学 72,8% 61.2%
平成 19年と20年4月に, 文部科学常
によって行われた学力調査で全国の公立小学
6年生と中学3年生を対象に実施された,
知織 ･理解の習得を見るA問題と,これら
を借用するB問題とからなるO
②全国学力調査の結果と裸題
次の表は, 昨年実施された結果である｡
B問題に課題があるD今回実施された検査に
ついても, 同様なことがいえる∩
更に. A問題とB間髄の相関を示したバ
ブルチャー ト図をみると,知放 ･技能を活用
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する力が身についている子どもは基礎的 ･基
本的な知.% ･技能も身についている傾向だが
知識 ･技能が定着しているからといって,
それらを活用する力が身に付いているとは限
らないと言える｡
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このことは, ナビもたちが鵜礎的 ･基本
的な知識 ･技能を ｢活用｣するためには,塞
礎的 ･基本的な知識 ･技能の習得に力を注ぐ
だけではなく.｢活用｣を促 しているであろ
う ｢活用する力｣を想定して,この力の育成
を考える必要があることを示している｡
(3)pISA調査と全国学力調査の ｢活用｣
①pISA調査における ｢活用｣
PTSA調査のうちRリテラシーについて,
次のような鋭明がなされている｡ ｢効果的に
社会に参加するために省かれたテキストを理
解し利用し熟考する能力｣
このうち,｢活用｣に関する袈現は ｢社会
に参加し｣と ｢利用し｣である｡
②全国?･力調査における rfT用｣
全国学力調査B間嶺については, 次のよ
うな説明がなされている｡｢知識 ･技能等を
実生活の様々な場面に活用する力などにかか
わる内容｣
このうち,｢活用｣に関する表現は.美生
活の様々な場面と ｢活用する力｣である｡
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③ ｢活用｣の捉え方のちがい
pISA調査 (Rリテラシー)も全国学力調
塞 (B問題)ち, ｢利用｣｢活用｣と表現の
仕方は異なるが.r活用｣に関する捉え方 (身
に付けた知識や技能を使って,間越を解決す
ら)け同じであるoLかL l活用｣の場面は
両者で異なっているO前者は, 児童生徒の
現在の日常生活と将来の社会生活であり,
後者は, この2つに加えて学校での学習活
動の場が想定されている凸
学校 での 現在の日 将来の社
学習場面 常生活 会生活
plSA凋査 ○ Cl
2 教育基本法 ･学校教育法の改正
21他紀は, 新しい知識 ･情報 ･技術が
政治 ･経済 ･文化をはじめ社会のあらゆる細
域での活動の基盤として飛躍的に蒐腰性を増
す ｢知織盛盤社会｣の時代であるといわれて
いる5同時に進行するグローバル化 .国際化
の中で, こうした時代にふさわしい教育に
向けて. 平成 17年2月に,中央教育寄託会
は審議を開始 し, 翌年の 18年 12月20
日に教育基本法が改正されたo更にこれを受
けて翌年の19年6月に学校教育法も改正さ
れ,時代を担う教育の骨格が示された｡
(1)教育基本法の改正
教育基本法第2葦 義務教育(第5条の2)
には, 次のように逝かれている(,
義務教育として行われる普通教育は, 各
個人の有する能力を伸ばしつつ延会迎
て自立的に生きる基礎を培い .....
｢社会において自立的に生きる｣とは,律
得 した知識を活用して, 新たな新たな課題
を解決したり新たな知識を創造したりする姿
だと捉えると. 義務教育段階における ｢活
用力｣育成の意義がうなづける｡
(2)学校教育法の改正
学校教育法第4黄 小学校 第30粂2項
には,次のように巻かれている｡
前項の場合においては, 生渡にわたり
学習する基礎が培われるよう, 基礎的な
知識及び技能を習得させるとともに,主
れらを活用して課店を解放するために必要
な思考力 ･判断力 ･表現力その他の能力を
はぐくみ, 主体的に学習に取り組む儀度
を養 うことに. 特に意を用いなければな
らない｡ (下線部は筆者)
教育基本法の改正を受けて学校教育法は,
習得(｢基礎的な知識及び技能を習得させる｣)
･活用 (下線部)探究 (r主体的に学習に取
り組む｣)の3つの学力を明示する形となっ
た｡｢播用する力｣の育成は,法的な根拠を
もつ,今後取り組むべき重要な教育熱越と
なったのである｡
3 学習指導要領の改定
(1)教育課程編成の一般方針
新しい学習指導要領に提示された, 教育
艶程編成の-般方針を分析すると, 6つの
ポイントにまとめることができる｡
①言語活動の重視
② ｢生きる力｣をはぐくむ
③理数教育の充実
④基礎的 .基本的な知放技能の習得
⑤ ｢活用する力｣の育成
学校教育法で継われた ｢常用する力｣の
育成は, 学校教育法を具現化する学習指導
要領の骨組みの 1つとして, しっかりと位
位付いている｡
(2)言語活動の重視
官話にかかわる能力は,思考やコミュニケ
ーションの基盤である｡よって各教科等の学
習の基盤にもなるともいえる｡各教科におい
ては_ 国際科で培った力を基本に, それぞ
れの教科の特質に応じた学習活動の充実が求
められる¢
罪教科での言語とは. 数式などを含む広
い意味での言語であり,言語活動であるとし
ている｡中教審答申 (H201)には,算数 ･数
学や理科の学習において､言語活動を重視し
た具体的な活動を次のように例示している｡
【例示】比較や分類,幽建付けといった考
えるための技法, 帰納的な考え方
や演縛的な考え方などを活用して
説明する｡
このように言語活動の重視においては〕
数式などを含む広い意味での言語を用いて,
自分や他者に説明する活動が求められている
のである｡
(3)基礎的 ･基本的な知識技能の習得
①基礎的 ･基本的とは
2000年と2009年の評価の観点にお
け る 各 項 目 の重視の順 番 は次 の通 りである.
井数の3H 評価の観点 2000年 2009年
Heart 関心意欲 1 3
Head 思考判断 2 2
H_and 知職技能 3 I
(※数字が小さいほど,盛事度が高い｡)
これをみると.2000年と 2009年とでは,
評価における重視の受運盤が大きく異なるこ
とが分かる｡2000年と2009年との間で, 環
視の順序に大きな変化が見られる｡
このような変化が現れたのは, 進行する
知沌基盤社会において, 国民を ｢自立｣-
と尊く学力の基盤が問い直され, 国際化 ･
グローバル化が進行する世界において.世界
に通用生のある教育課程編成の動きから戦か
れたものと考える勺
(丑盛礎的 ･基本的な知織技能の内容
内容については, 2つに分けて考えるこ
とができるolつは従来からの内容であり,
あと lつは新たに付け加えられた内容であ
る｡新たに付け加えられた内容について,
中教審答申 (H20.1)には, 次の 2つのこと
が示されている｡
○社会の変化や科学技術の進展等に伴い,
社会的な自立等の観点から,子どもた
ちに指導することが必要な知識 .技能
○確実な習得を計る上で, 学校や学年FrL
等であえて反復 (スパイラル)すること
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習得においては, 時代の要諦によって新
たに付け加えられた内容も含めて, 活用で
きるように,確実に身につけることが要求
されている｡
(4)活用について
① 習得 ･活用 ･探究について
中教審答申 (H20,I)をみると.学力の3
要素が,習得 ･活用 ･探究と定義されたこと
が明記されている｡新学習指導要領の中に,
3つの学力に関する直接的な説明は見られな
いが,改正された学校教育法第2項の内容を
根拠にすると, 次のような解釈ができる｡
習得 :如拙基盤社会を生きる基盤となる知
識や技能を確実に身に付ける｡
活用 習得したことを基にして探題を解決
する｡
探究 :主体的に学習に取り組む｡
② 習得 ･活用 ･探究とその関係
中央教育者議会数背紋程部会 (平成 19年
1月 26日)には, ｢活用型の教育｣が ｢習
得型の教育｣と ｢探究型の教育｣の間に位置
付けられたとしている
f+と鰍 をつなぐ
⑪-④→⑪
つまり,知取 ･技能の習得を基盤にして,
知織 ･技能を活用する力を育成し, 活用す
る力を基盤にして, 探究する力を高めてい
くのである｡
このように, ｢活用｣は ｢習得｣と ｢探
究｣をつなぐ役割を果たし, ｢習得｣｢活用｣
｢探究｣という一連の学習プロセスを形成す
ると共に,相互に有機的に関連し合うとし
ている｡
③ ｢活用に必要な力｣ (｢活用力｣の要素)
改定された学習指導要領 (第1車総則第1
教育課程編成の一般方針)には, 次のよう
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に記されている｡
･･･基礎的 ･基本的な知織及び技能を
確実に習得させ, これらを活用して秩題
を解決するために必要な思考力 ･判断力 ･
表現力その他の能力をはぐくむとともに,
主体的に学習に取り組む態度を養い - ･
(下線部は筆者)
下線部に注目すると, ｢活用に必噴な力｣
として, 主に思考力 ･判断力 ･表現力があ
げられていることが分かる｡
(5)学習意欲に関する内容
平成 15年 (2003年)及び平成 18年 (2006
年)に応校 1年生を対象に実施された PISA
調査の結果や, 平成 17年に実施された高
等学校教育探邸実施状況調査などによると,
我が国の子どもたちは, 国際的に比較して
ち,数学や理科をすさと答える児童の割合
が低く, 学習意欲において個人差が広がっ
ていることが明らかになった｡中教審答申
(H20.1)には,基礎的 ･基本的な知識 ･技
椎について具体例が示された｡その3番目に
次のような記述がある｡
知識 ･技能を活用する学習やキャリア
教育などを通して,子どもたちが自ら
の将来について夢やあこがれをもった
り,学ぶ意義を認放したりできるよう
にする｡ (下線部は筆者)
学習意欲を向上させるためのこのような指
針は, ｢活j=R力｣の育成とも不可分の関係
にあることが分かる｡
4 算数における ｢活用する力｣を育成
する先行研究から
ここではまず先行の研究者の研究内容を.
3つの視点で分類し, 次にそれぞれの視点
における研究者の見解をまとめる｡
分類の視点 研究者名 *
○活用の場面 山口.笠井 ,大博 .池田 坪田.夏坂盛山 山本
○習得 一活用 .探究 笠N .池田.滑水
の相互関係 細水 .山口
○｢活用に必要な力 大滞 .坪田.盛山 .山本
○｢活用力｣を育成 杉間
(1)｢活用｣の場面
算数の時間に学習した内容を活用する場面
として考えられるのは, 次の3つである｡
日常Jt面への 算鞍の時間ての 他教科での
活 用 活 用 活 用
①日常の場面への活用
日常の場面-の活用とは, 日常の事象の
考寮に算数 ･数学を生かして問題を解決する
ことであり,｢数字化｣というプロセスが一
般的である｡
*笠井健一 (山形大学地域教育文化学部)
大滞隆之 (学習院大学)
池田敏和 (横浜国立大学)
坪田耕三 ･夏坂哲志 ･盛山隆雄
山本良和 ･細水保宏
(筑波大学附属小学校)
情水静海 (筑波大学)
杉岡司馬(元新芽数教育研究会名誉会長)
5 数学的解答
l札■瑚 附lj如 月■か服 すること｡
2棚 これ.て同相 乱 附 すモ続 柄足すそこt.
3蜘 定 一机 定式化など秋 口tzス札 て,)大井瑚 菅
P すモこt.そして,LI事榊 軸を軸 心手刷 ヒさせも.
4牡棚 C
S群IItね棚 軌 て堤根すも
現実世界の同債L1_I2･3_ー数学的問題
好~面頂l
A (問 題)
川幅BCの長さを求めな
さレ㌔
(解 答)
△ABCの縮図を書いて
辺BCの長さを求め､縮図
に合わせて拡大する｡
②井数の時間での活用
算数の時間での活用の例として, 小数の
かけ第の意味を考える学習をあげることがで
きるC第4学年の小数の足し算で学習した
｢0.1のいくつ分｣の考えを第5学年の小
数のかけ算で活用するものであるC
②他教科での活用
他教科での活用の例として.平成 20年4
月に実施された全国学力調査 B 問題のうち
r米の生の問題をあげることができる｡
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この間題は, 米の生産額が減っているか
判断する問題で, 社会科の学習場面でよく
見かける問題であるn この間越を解決するた
めには, 算数で学習した円グラフの意味や
割合の概念を用いて総合的に判断する必要が
ある∩この意味において, 算数で学んだ内
容が.他教科で柿用されたと言えるC
(2)習得 ･活用 ･探究の相互関係
5人の研究者のうち, ここでは清水氏の
見解を代表として述べる｡
7-打水氏は､ 第41回中岡 ･EEl国許教 ･数
学教育研究 (岡山)大会にて､ 次のように
述べている｡
習得 .活用 .探究は. この順番に進む
けでなく, 相互に+｢機的に関適しあって
展開していく○
･活用することで,習得がよりいっそう探
まる｡
･探究の過程で, 習得やそれを活用する
ことについての見止しを行うし
･活用や探究を通して,新たな知抱や技碓
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清水氏と他の4人の研究者の見解に共通 し
ていることは, 習得 ･活用 ･探究は.相互
に密接な関係にあり, 切り離して考えるこ
とができないことである｡
(3)｢活用に必要な力｣(T活用九 の柵成要素)
4人の研究者のうち, ここでは盛山氏の
見解を代表として述べる｡
昇数 ･数学の活用は. 活用する衷両的
な内容より.負数の内面としての ｢数学的
な考え方｣である｡算数で学習した知識や
技経を精用するには,それを動かす ｢数学
的な考え方｣やアイデアが必要である
盛山氏をはじめ他の3人の研究者に共通し
ていることは, 活用には. 問題の構造を見
極める力 (大滞氏), 考える力 (坪出氏)
思考レベルの考え方の活用 (山本氏)など｢思
考力｣を電視 していることだ｡
一方. 先にも述べたように. 改定された
学習指導要領 (第 1席総則第1教育視程編成
の一般方針)には, ｢･･これらを活用す
るために必要な, 思考力 ･判断力 ･安呪力
その他の能力をはぐくむ ･･｣とあるように,
｢活ノ剛こ必聾な力｣は, 思考力 ･判断力 ･
表現力と述べている｡
4人の研究者たちは, この中で特に思考力
の悉蛮性を述べているとo
(4)｢活用する力｣を育成するプロセス
改定された ｢学習指導要領｣の柱の ]つに
再定点された r生きる力｣生きる力u)理念の
共有がある｡｢生きる力｣の3つの柱のうち,
第 1藩EIに,｢自ら学び. 自ら考え, 主体的
に判LyTrL行動し,よりよく問題を解決する資
質や権力｣の育成がある｡私は, ｢活用力｣
とはこ うした能力そのものであると考える｡
杉同氏は, ｢『学び方 ･考え方』をめざす
罪数指導｣の著古の中で, ｢自ら学び自ら
考える力｣つまり ｢活用力｣の育成について
2つのプロセスを示している｡
陸 1段噛 学ぶ力 ･考える力を育てる段階
･知撤 ･技能と学び方 ･考え方を同日判こ指導
し, 学び方 ･考え方を知らせる段階｡
匪亘亘画 学び方 ･考え方を習得させる段階
･主体的な学習を反復体験させて, 自分
で課題を見出し, 自分で解決しようと
する憶度や能力を育成する段階｡
5 算数における ｢活用する力｣の育成
(1)活用の場面
｢活用｣の3つの場LBのうち,｢活用jJ｣を
育成するために, 液も重要であると考えら
れる場面は, 夢数の学習場面であると考え
るOなぜなら,算数の学習においては,既
習の知識 ･技能を活用することが, 皿的に
も質的にも.他の 2つの場面と比べて,瀬
も豊かであるからである｡
(2)習得 ･活用 ･探究の相互関係
先行の研究者の見解を基盤にして, 習稗
･活用 ･探究について, 次のように考える｡
0習得 ･活用 ･探究は.相互に密接な関係
にあると同時に,それぞれの力は,密接に
関わり合うことで, より控になっていくO
このことについて,横軸に習得した力 (修
得度)縦軸に探究する力 (探究度)をとり､
｢活用力｣を円の大きさで訳すと. 次の図
のようになる｡
〆 ~~＼＼′
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(3)｢活用に必要な力｣と思考力の関係
改定された学習指滞要領には, r所用す
るために必要な力｣の主なものとして思考力
･判断力 ･表現力があげられ, 4人の研究
者たちは, その中で思考力を丑祝 したo筆
者も,この点においては同じである｡
なぜなら,一般によく言われるように,
判断することによって, 思考にまとまりを
つけたり, 表現することによって, 思考を
編めたりすることができるからである｡
(※ ｢思考力｣を重視する更に詳しい論拠は,
聾者の修士論文第5章で詳しく述べているの
で興味がある方は参考にしていただきたいO)
よってこれら,｢活用に必要な力｣の構造
を図示すると次のようになる｡
n == _ C B
d I
(4)｢活用する力｣を育成するプロセス
｢自ら学び自ら考える力｣の育成のプロセ
スを提唱した杉同氏によると.｢活用力｣を
育成するプロセスは2つと考えることができ
る｡ これに対して私は, 杉同氏のいう1と
2のプロセスの間に,3引こlつプロセスを入
れて3つの段階で考えたいO
平成元年の改訂では,算数の倍音面 (手数
の ｢よさ｣を実感させる)が強調された｡｢活
用する力｣を育成する際にも.｢活用｣する
ことの｢よさ｣の美感が範聾であると考えるO
｢活用｣するよさを実感することで.｢活用｣
の音欲 と実践力が高まるからであるO
子どもの立場 教師の立場
1 準備期 ｢活用｣の仕方(学び方 .考え方)をぶ段階 教える
2 適用期 学び方 .考え方が ｢よさ｣を
蓄積され, 自ら活用することができるようになる段階 実感させる
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この適用期のプロセスは, 従*から1時
間の授業の中で行われてきたことではある
が, ここでは,単元の中にもこうした時期を
設定しようというのが, 新たな提案である｡
｢活用す/'D力｣を育成するには, ｢活用｣
の仕方を教えて, よさを実感させて,考え
させる (進んで活用させる)ステップを踏
む必要があると考える｡中央教育審議会答申
(H20.1)でも, 必要な内容は教師がしっか
り指導し, それを基にしてに児葡生徒の主
体的な学習を行 うことを重視する ｢教えて
考えさせる｣指導の必資性を述べている｡
こうした指導は, 学年の発達段階に応じ
て各ステップを重点化して指導する場合も考
えられる, それだけでは, l一活用する力｣
を育成するのに十分とはいえない｡なぜなら,
児哉生徒の学習は,経験した学習にしか依
存しないからである｡1年Jtから6年生の各
芋作で,｢活用する力｣を育成するステップ
を単元の中や,単元と単元の関に計画的に位
値付ける必要がある｡
今回の改定では, 算数の授業時数が小学
校では, 6年間で142時間も増加してい
る｡これは, 新たな指導内容の帝人による
ものではなく, 国際的な学力の比較で開襟
視されている ｢活用する力｣の育成などに
充当するためだとされている｡
3つのステップを導入するためには,現行
の授業時間では厳しいLl官もある｡ しかし,
今回の改定で増加した時間数を有効に生かす
ことができれば,｢活用する力｣を育成する
指軌こ貢献できるものと考える｡
｢活用する力｣を育成するプロセスは,
新たな発想に基づくものではなく, 従来か
ら重視されてきた ｢よさ｣の感得に帰着して
いる｡しかしこの趣旨は今日に至るまで十
分に達成されているとは言い難い｡
6 まとめと今後の課腐
これまでに ｢活用する力｣の育J必こあたっ
ては,｢思考力｣の重視及び ｢よさを感得｣
するプロセスの導入 電に習得 ･活用 ･探
究の相互関連性を重視した指導の重要性につ
いて述べてきたD
つまり ｢活用する力｣を育成するための活
路は,未来を見据えつつ過去に学ぶことによ
って見出せるのではないかと考えているO
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研究の課題としては次の4つが考えられる｡
1 思考力の具体化
･類推的推論 ･帰納的推論 ･演梓的推論
2 思考力重視の視点からの先進校や現行教
科番 (｢数と計芽領域｣全学年)の分析
3 ｢数と計算｣領域における具体的な単元
の開発 (カリキュラムの提案)
･類推的,帰納的,演樺的推論の力を
発達段階に応じて, /くランスよく育
成する視点7',,ら
･｢活用する力｣を育成するプロセスの
立脇から
4 開発したカリキュラムに基づく実践研究
1から3の課題については, 修士論文に
掲戟する予定である｡4の課題については,
現場に復帰後,質的研究を通して検証して
いこうと考えている｡
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